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景気ウォッチャー調査・近畿地域結果（平成 24 年 9 月） 

～現状、先行き共に続落、尖閣問題が一つの重石に～ 
 

○ 景気ウォッチャー調査・９月調査の近畿地域の結果は、現状判断[方向性] が２

ヶ月連続で低下、先行き判断も３ヶ月連続の低下となった。 

○ 現状判断は、月の前半を中心とした厳しい残暑や、尖閣問題による影響のほか、

エコカー補助金の終了による自動車の販売減などが、ＤＩの低下につながった

とみられる。消費増税に向けた動きについては、住宅需要は上向いているもの

の、消費者の間では全体的な節約志向が強まっており、スーパーを中心に価格

の低下を指摘する声が増えている。 

○ 尖閣問題等による影響については、直近は旅行代理店やホテルでのキャンセル

が目立っているが、今後は全体的な先行き不透明感につながることで、小売全

体や製造業、雇用関連からも、幅広く懸念の声が上がっている。特に、関西は

中国との経済的な結びつきも強いことから、底はかとない不安感につながって

いるとみられる。 

○ 先行きの見通しについては、その尖閣問題のほか、自動車の販売減少、円高の

長期化、欧州の財政問題に対する不安など、依然として明るい材料がほとんど

みられない状態である。年末商戦についても、現時点では例年よりも少し厳し

くなりそうな気配となっている。 

 

 
◎尖閣問題の影響に関するコメント（現状判断）

観光型旅館（経営者） ・日中、日韓関係の不安が中国、韓国からの旅行者減少につながってい
る。

旅行代理店（経営者） ・秋、年末年始の国内旅行の問い合わせが昨年以上に動いている感じがあ
る。海外が中国は完全に駄目になり、既に入っている年末の予約にも迷い
の声が入ってきている。韓国も少しキャンセルも入っていたが、中国に隠
れてまた戻ってきている感がある。全体の受付は昨年をやや上回ってい
る。

旅行代理店（店長） ・料金や内容を見比べての選択を、客はかなり行っており、簡単に申込ま
ない状況である。韓国や中国問題もあり、慎重になっている。

乗用車販売店（経営者） ・ここ最近は暗い話ばかりで景気が落ち込んでいる。中国問題も長引けば
景気が落ち込む。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊では、尖閣問題で中国からの客に早速反応があり、予約のキャンセ
ルでほぼゼロの状態である。韓国、台湾については影響は出ていない。マ
イナスを埋めるべく国内旅客が取り合いとなり、単価も更に下がり出して
いる。宴会では会議や研修は増加しているものの、パーティー需要が著し
く減少するなど、厳しい状況が続いている。

都市型ホテル（客室担
当）

・尖閣諸島の問題で、中国からの団体のキャンセルが出始めている。

変
わ
ら
な

い

食料品製造業（従業員） ・９月もスタートは良かったが、売上は中盤から少し鈍ってきた。中国と
の問題で、９月に予定されていた製品輸出もなくなった。売上全体に対す
る割合では大きな比率を占めていないが、徐々に効いてくるかもしれな
い。

輸送用機械器具製造業
（経理担当）

・日本を取り巻く海外情勢の変化（中国、韓国との外交問題）、相も変わ
らぬ国内設備投資の冷え込みなどを勘案すると、先行きの不安感はぬぐえ
ない。

広告代理店（営業担当） ・大阪市街地での外国人観光客（中国、韓国）の来客が減ってきている。

悪
く
な

て
い

電気機械器具製造業（経
理担当）

・急速に９月なって受注が悪くなった。取引先からの情報も悪化の方向の
話が大半である。また、韓国、中国は樹脂部品、電子部品等の供給国でも
あり、今後の懸念が残る。

変
わ
ら
な
い
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（ＤＩの推移） 

 

 景気の現状判断ＤＩ
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 景気の先行き判断ＤＩ
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（近畿地域のＤＩ）
年 10 11 12

月 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

近畿 42.8 41.2 47.0 46.7 47.8 49.6 31.5 28.9 37.2 48.2 49.3 48.1 46.5 44.1 44.9 48.0 44.8 47.6 52.0 53.3 48.2 43.2 45.9 44.2 43.4

（全国） 41.2 40.2 43.6 45.1 44.3 48.4 27.7 28.3 36.0 49.6 52.6 47.3 45.3 45.9 45.0 47.0 44.1 45.9 51.8 50.9 47.2 43.8 44.2 43.6 41.2

近畿 44.2 44.5 44.3 45.0 47.6 49.5 28.8 40.2 45.2 49.4 48.0 46.4 47.5 46.6 46.3 44.4 47.3 51.3 49.1 51.2 46.9 48.1 47.0 44.6 41.9

（全国） 41.4 41.1 41.4 43.9 47.2 47.2 26.6 38.4 44.9 49.0 48.5 47.1 46.4 45.9 44.7 44.4 47.1 50.1 49.7 50.9 48.1 45.7 44.9 43.6 43.5
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